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轟購流鸞ホ今縄

「
リ
ン
モ
ア
ー
」
を
た
う

一
度
！

鵬
鍍
魃
鞭
囃
嚇
轟
家
が確
瀬
繊
磯
詢
断
礁
ぬ

今
年
も
早
や
、
八
か
月
を
終
え
よ
う
と
し
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精 会 蓄 級

書ξ囲て¬ほ  ○ O o   oの 来をを と義あ夏が加念にれ催廿て
とてお圏千発がる開大のと取ぞが四い

ぢぢ轟言饉香そうおだ霞キ彎稔霜震事
でまので岳合のにた期方

｀
でグに湿が

すす合
"精
うで
｀
オ待が新きル迫習

｀°
」量暑富番量3を ]曇讐:まgi曇
出とア
｀
し素 ツ`とて員ま独まグ樟

は組うの
°
びとそ
゛
の全通の・
V¬

左ん一前 紳にうこ実員のもBの平
ノ
姦
まや雰れ竜果           記で歩進 び意での現参理とそ開成

会
長
　
鈴
木
　
龍
成

ず下音声シ 理画委思とき地て習にプはてて たうもしな こすラぃ一
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讐讐曇讐言讐曽彗曇廿曇曇曇曇E墨
婆∬事整撃
°
選撃勇ダ喩 蘇漂奮供

加轟・にか 織をしリー でり呼も
でしそ取ら 化携てそ工 き上び鍛

りな力す社勧す定を ヤ`にいにれ
‐
すたれ組来 をえいう夫 るげたで

ま努にる0議
°
で中業ン

｀
が
｀
かで
°
¬はも年 や合るでが 教るくす

す力llltt Bの  す心務ス何期新らす具課 ｀うに つえとす欲 場もな °°

が緊晟書多 ∫握進蒼ふ懲よ彎蜀鱚謡麗tぶ 漂嚢電製よ ゲ寒震冒
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幅Jlム冒専霧予鍵選石秀厭み奨り標

本

為翁套運を通琴誘t管」魅晨牙馨とり
替需嚢套爾貫雪雰

°
主亀貪麗泰墨要素

のはと千
°
な等て初部かしつががン

れへへ‡まてり駅晴 れ元がと川の日

方成
｀
代 くに汗めがないけ近 ｀ク

々功終国 進もをて担か条身く順 l

か裏了男 ん協流担当つ件繕 ｀番ル
らに後子 だ力し当したもい地がは て籠だ 振へか 参盛 °国文中とが
次終他の  °したした ゛あの下一女 いめ緒 り ｀ら 加会千か化止福ん

奮[言i せ醤異馨署 [詈:曇予 
男X掲 豊透号 守轟岱l奎鳥曇雪
々画い 会バ会 込 つも五でた発う

想
°
感迫 ごさ舞裏千 し無息子ム もでた にス員 みて流○二全事 !

製
断
嚇
ぽ
大
会
轟ボ

と2薔赫鯉殆通釈｀羅参五
最感い岳駅ど

°
気今さめ月

初じ大精に吟 持後れでの
のま会会着詠 ちのる入連
全しなのいの も参全会体
員たん人た経 あ考国 °明
で
°
だ達ら験 りの吟間け

の会なが一も 参た道もに
¬場 l大 目な 加め大な ｀
真にと勢でく す少会い先
善到気い判不 るしに六輩
美着持るる安 こ見先月のLし
のの大で と学輩廿蒐

の
｀
昂を会し にしの四場

朗開ぶ見にた して勧日さ
言ユ演るて参が ま見めにん

突慮 通倉翼註」ぞ雇就貨滋雰曇喰鰻薄耀票翁曇
第感  °なしじし大なてのれ高役コ嘆な入安何じ
二銘  りくまていらい吟まさ員ンいどりとなた
1  ま ｀しなになまをし ｀吟クた万 ｀期る者
鎌   じ充たお勉いす聞た特詠 lし全設待もに
田   た実 °一強声のい °に ｀ルまの営ののよま°

で 層さででて 女構 ｀し運を当な ｀
国   誠き 精せ会皆 ｀ 性成寿た営は日の大
雄   にた 進て場さ真 の吟栄 °にじでか会

有こ のひかん似 声の合  ｀めあ想の

＞ζ
国
吟
道
大
会
感
想ハ
ザ

マ
　
一二
島
　
寿

次
の
岳
精
会
会
詩
の
合
吟
で
、
ま
す
ま
す
気

持
ち
が
高
揚
し
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
、
初
め
て
聴
く
吟
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
小
学
生
か
ら
九
〇

歳
を
過
ぎ
た
方
ま
で
年
齢
に
関
係
な
く
吟
の

愛
好
者
の
多
い
こ
と
と
、
夫
々
に
迫
力
と
味

の
あ
る
吟
を
聴
き
、
唯
々
驚
き
と
感
激
す
る

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、
宗
家
の
構
成

吟

「山
陽
道
吟
行
記
」
を
聴
き
、
更
に
吟
の

奥
深
さ
に
感
銘
す
る
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

終
了
後
、
教
場
の
慰
労
会
が
あ
り
、
多
数

の
初
対
面
の
分
室
の
方
々
と
杯
を
飲
み
交
す

こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
過
ご
し
た

一
日
で
し

た
。
大
会
の
参
加
を
勧
め
て
下
さ

っ
た
山
回

教
場
長
は
じ
め
先
輩
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
宗
家

ｏ
家
元
の
言
わ
れ
た
人
の

出
会
い
の
大
切
さ
を
肝
に
銘
じ
、
今
後
と
も

一
層
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さいしきををそ いしし生大
を恩たま顧良れ宗やたまの会鳥  い
改師
Lしみくに家り運じ味に肌  つ

めへでたるす応かを営たわ初が  め
てのは
゜
にるえら肌に

°
いめ立  日

考感宗構大
°
た¬で岳全深てち  か

え謝家成い今い人感精国い参ま  四
さのの吟にこ

Lは じ流か堂加し  国
せ気何¬意そ

｀
何まのら々した 中八

ら持時先味吟家かし組参た
｀° 野十

れにま生のだ元をた織集る宗岳 ,八
ま
｀
でああヒか求

°
力さ吟家精 湯か

し礼もるるとらめ  ｀れには流 浅所
た節変いおの¬て そ一接じ全  を°
のわて話今世い し致しめ国 RII
大ら来をののる て結感諸吟 美
切なま頂世中

° 思東動先道
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｀
ののれ迫春岳識網家会

°
目

鯛撃禽孟響轟董聾雲資響鷹爆翁黛
踪仄ヲ薫た実な客李み垂源羅賃雰
‡ミ註ζ鯉碁塁匡警謝塚忍菫蓼象豪
宗れル深栄しで終

｀
実の
｀
込りら

秀壱漂濃章亀鬱量壁晉激議奮轟老
轟た要旨禁彙轟集聖壱亘鷲鯉皇房

すがしヽ宗り感総つ長吟出ひ室吟本い丘ぐ°
らつ家たを連つ

｀
に来¬でじをに灯近思

通つのい忘合
｀
ご出
｀
平ごら愛参至くえ

し郷¬とれ吟お指会妻泉ξ旨れす加夫のば
で里先思ずコ陰導え共懐導

L`す
先禅入

巡の生いにンさ頂る々古頂宗¬る生寺会
礼四あま

｀
クまい幸大

Lい
家日ごを¬聞

じ国るす今 Iで て運いのてか本縁讃大も
た八い
°
後ル準いをに吟いら人がえ洞な

い十てそとで優る下感をる¬
Lあ
る院い

と八来しもの勝諸さ激拝村野¬り詩
L頃

思かまて吟心出先 つし聴上の日
｀
吟で
｀

つ所しいを地来生たます常仏本先・権我
てをたつ学よまに徳じる任

L賛
生歌のが

お吟
Lのんいし感本たこ顧中歌の声作家
りじを日で緊た謝教

°
と問野
L¬
の詞の

まな思か参張都し場詩がか分が日集家す

初
め
て
の
全
国
吟
道
大
会

熊
谷
分
室
　
大
藤
　
征
子

整産藩鐙轟属誰鏡a愈原薄菫言讐量警量ξ「 [畠通:墓署麗吟巻らとじ一い
｀
舞々るさしだ

行はしもま所た諸台千これたれで
°
方れして明吟て言美に三

記第いきじ懸し先の代と
｀
じる一金がなたの

L道
い葉“入月
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k¬ ず 1感い姿謝と のよに場からは定せと子すまIIlた東
む山  ｀ルじよにとな 会く驚だられじ時て教合

°
れす
゛
陽

）
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原
精
龍
先
生

へ
の
報
恩
、
原
点
を
探
る
道
程

を
切
々
た
る
情
で
包
む
様
に
流
れ
て
、
私
の

胸
に
響
き
ま
す
。

岳
精
流
の
理
念

「真
善
美
」
を
各
地
で
広

め
る
吟
縁
者
に
お
目
に
か
か
れ
、
そ
の
中
で

も

”千
代
田
“
に
在
籍
出
来
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
吟
道
大
会
に
参
加
し
て

東
陽
町
　
伊
藤
　
正
雄

いうた強し 言朝入し事の
全 いご事した先う九りL｀旅
国 たざはて全輩間時 ｀と¬程
吟 しい ｀参国方に半眼の西を
道 まま大り吟の時かに言に一
大 すじ変ま道お問ら涙を師年
会  °た有す大勧がのし表父半
日に  °意中会め経一てわあか
暮初  今義で ｀で過日感すりけ
里参  後な ｀こ出しで動中てて
加  と事経れ席てしいに仰完
吉し  もで験かさしたた先ぐ結
日て  宜しいらせまがし達こさ

したた詩てい
｀
まのとれ

節   く ゛し吟頂まあじ名窮た
子   お有まをきしつた吟りと

願難し勉またと
゛
がなの



たな 修Jか岐中し り入伝吟ら絶 方名 てた修てぞ°
霧懇会をはの

｀
各ごつ者詠る句講の

｀
出のり会女口去

磯圏規は無亘態熱教指ては全る¬師参ゲ篇ご鈴
ヒ
子ホる

囲気会予くる慶心場導お五般 :春の施ス者挨本を部 量平
章でを■定し素やなかにシ〇に

整
夜奥に卜は拶会開主ル成

任楽もど
｀
晴マ実ら

｀｀
名亘¬
L村
感参絵が長催難で廿

顧しみるやろイ技指警先程 り名蘇先謝加勢あかしヽに奥四
問いじり感じクξ旨名感生度ご月は生申の一つあたよ村年
にひ茶終気いの導さ動ので講や作にし男○ま議じる龍亜
よと屋了をご使がれじ数す義 :一は上子○し替ま¬鐸婿
る時にし与要旨しヽ行たてにが頭

L題
長げ廿名たとし第先廿

奥を移まえ導方な方お入
｀
き其
｀
時ま七
｀°
重た五生五

村通りしては
｀
かのりり熱ま角俳聞す名女 要・目を日

先ご
｀
た戴参発れ時ま鰯心じ作句に

°
と子 性闘女お ｀

生じ和
°
き加声
｀
議しをにた二¬重 多七 に纏子連な

へまや  ｀者等吟なたう闘 °選手り 数十 つをこ部えが
のしか 研の多詠対 °がき無 ｀折 ｀ の三 い当爾しや

女
子
部
研
修
会
開
催

千
代
国
の
女
子
会
員
が
六
月
現
在
で
、
丁

度

一
〇
〇
名
の
大
勢
力
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
女
子
力
を
結
集
し
よ
う
と
女

子
議
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
圏
の

内
容
に
つ
ひ
て
主
催
の
管
原
龍
琴
副
会
長
が

ら
寄
轟
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
子
謬
研
修
会

一
〇
〇
名
が
参
朧

女
子
部
部
長
　
菅
原
　
龍
琴

）
謝
辞
、
そ
し
て
女
子
部
役
員
全
員
が
並
ん
で

の
開
会
挨
拶
で
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
女
子
部
副
部
長
、
各
教
場
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
午
前
中

の
会
場
の
準
備
作
業
な
ど
大
変
ご
苦
労
を
お

掛
け
し
ま
し
た
が
、
女
子
部
の
心
が

一
つ
に

ま
と
ま
り
、
開
会
時
刻
に
間
に
合
う
事
が
出

来
、
お
陰
さ
ま
で
無
事
甕
会
裡
に
終
了
す
る

こ
と
が
襄
来
ま
し
た
。

ゼ

ロ
ホ
ー
ル
予
約
は
、
毎
国
溝
水
教
場
の

村
上
常
任
顧
間
に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、

中
野
分
室
の
音
さ
ま
に
は
最
後
ま
で
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
。
村
上
先
生
の
奥
様
に
は
電
睡

吟
題
と
書
い
て
戴
い
て
お
り
ま
す
が
、
筆
文

字
が
素
購
う
し
い
と
会
場
の
管
さ
ま
か
ら
、

お
誉
め
の
言
葉
を
覆
き
ま
し
た
。

こ
の
議
を
お
鑽
り
し
て
改
め
て
翼
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
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｀
道

動  VV泉 美 ψV曲 彙曲  た
゛
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°‐
度れが
｀
日立
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｀   の 後全場準で ｀たて大に夕:!義
°
艇チ港十
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自
作
白
詠
鱗
句
研
修
会

彎
集

「湧
水
」
劇
刊

平
成
彗
二
年
墾
月
発
足
の
自
作
自
詠
俳
句

研
修
会

（橋
本
隆
泉
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
毎
層

第
二
火
曜
藝
に
、
湯
曲

。
前
臨
顧
闘
や
リ
ー

ダ
ー
を
指
導
役
と
し
て
排
句
入
問
レ
ベ
ル
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー

の
技
嬢
は
絡
量
に
鰺
上
、
こ
の
た
び
、
全
員

の
発
旬
を
載
せ
た
電
集

「湧
水
」
創
剖
の
は

こ
が
と
な
り
ま
し
た
。

「
ち
よ
だ
」
で
は
証
金
し
て
全
量
か
ら

一

旬
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後

一
・
七
月
の
年
二

園
発
行
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たおは
｀
すみ 二と年てた初アし勝陰挑 圏イ°

き全手るあ 本に齢聴 °期クた卜さ戦  :
を自く置をる にし権降 こヽはセ ゛口まを 仁
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